


（様式１）
AI等の活用を推進する研究データエコシステム構築事業応募申請様式
※青字は印字不要です。提出時には削除してください。

また、申請書の作成に当たって、本様式に示される表の行の高さは記述量に応じて
適宜変更することができますが、極力、列の幅の変更はしないでください。
	中核機関名
総括責任者名
	※機関の長（学長、理事長等）が、総括責任者として申請を行ってください。

	共同実施機関名
	○○大学、△△大学（△△研究所）、□□機構（□□センター）・・・
※組織の研究所やセンターが関わる場合は（　）内に明記

	実施予定期間
	令和４年度～令和８年度

※初年度は、事業選定以降の実施となります。

	目標・計画の概要
	本事業における目標として、全国的な研究データ基盤（システム）の目指す姿（研究データエコシステムの構築）、それを実現するための全国的な研究データ基盤の構築・高度化・実装に係る計画（事業期間及び事業終了後）、共同実施機関との有機的な連携等中核機関群の運営・活動計画、フィードバック体制、関連した取組に係る全体の計画等について記載してください。
※様式２の２．（１）（２）の記述内容との整合性を確保してください。

	取組の概要
	上記目標・計画を達成するための取組概要として、全国的な研究データ基盤の構築・高度化・実装に向けて、どのようなシステムでどのような機能を実装し、どのような取組を実施するのか記載してください。
また、研究データ基盤の活用に係る環境整備についての活動内容を記載してください。
※様式２の２．（３）の記述内容との整合性を確保してください。


※当該ページについては１枚に納めてください。また、採択された場合には、当該ページ及び様式７の概要ポンチ絵を公表する予定としています。

○連絡先等
	
	中核機関の
総括責任者
	EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ふりがな),氏名)
	
	

	
	
	所属機関名
	
	

	
	
	役 職 名
	
	

	
	中核機関の実施責任者
	EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ふりがな),氏名)
	
	

	
	
	役 職 名
	
	

	
	中核機関の事務連絡
担当者

(当該担当者に審査結果等
すべての連絡をいたします)
	EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(ふりがな),担当者名)
	
	役職名
	
	

	
	
	所属組織･部署名
	
	

	
	
	 eq \o\ad(事務,　　　　　　　　)
 eq \o\ad(連絡先,　　　　　　　　)
(当該担当者に審査結果等
すべての連絡をいたします)
	 〒○○○－○○○○　○○県  ○市○○町○○－○○○－○
	

	
	
	
	 TEL.


	 FAX.


	

	
	
	
	 E-mail:
	

	
	中核機関における経理管理責任者
（非公開）

	EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(ふりがな),責任者名)
	
	役職名
	
	

	
	
	所属組織･部署名
	
	

	
	中核機関の経理管理
担当者

（非公開）

	EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(ふりがな),担当者名)
	
	役職名
	
	

	
	
	所属組織･部署名
	
	

	
	
	事　　務
 eq \o\ad(連絡先,　　　　　　　　)
	〒○○○－○○○○　○○県  ○市○○町○○－○○○－○
	

	
	
	
	TEL.
	FAX.
	

	
	
	
	E-mail:
	


※エントリー情報は原則として、公開します。なお、エントリー情報のうち、「中核機関における経理管理責任者」及び「中核機関全体の経理管理担当者」に関する情報は公開しません。
（様式２）
取組内容・詳細
○中核機関名　　　　　　「　　　　　　　　　　　　　　　　　　　」

○共同実施機関名　　　　「　　　　　　　　　　　　　　　　　　　」
（実施予定期間：　令和４年度～令和８年度）

以下の項目ごとに整理して記述してください。なお、枚数制限は設けませんが、簡潔かつ明瞭に記述してください。
※記述に当たっては、本事業の公募要領を参照し、審査等に必要な事項を含めるようにしてください。
※図表を用いることも可能です（図表はカラーも可能ですが、申請様式全体として30MBが上限のため、注意してください。）。
１．事業実施体制
※本事業の司令塔となる運営委員会及びそれぞれ推進すべき事業の内容に基づき中核機関群による機関から構成したチーム体制を含む、中核機関群のマネジメント体制や意思決定プロセス、中核機関及び共同実施機関の役割分担や有機的な連携・協力関係（協定を締結している場合は、当該協定を提出願います。）等具体的にどのような体制を構築するのかについて記載してください。また、事業実施体制図を様式３に示してください。
※本事業に専従的に活動するプロジェクトマネージャーの具体的な活動内容について記載してください。

※中核機関、共同実施機関における事業実施担当者一覧を添付してください（エクセルで作成ください）。一覧には、機関名、担当者氏名、役職、職場電話番号、職場メールアドレスを記載してください。
２．目標・計画等及びそれらに基づく取組の内容

（１）目標の内容

※本事業の実施にあたり、目標の前提となる我が国の現状の分析と、全国的な研究データ基盤の理想像について具体的に記載してください。また、併せて、研究データエコシステム構築に必要と考えられる要素等についても記載してください。
（２）上記目標を達成するための計画等の内容
※本事業期間中の全国的な研究データ基盤の構築・高度化・実装の内容（共同実施機関との役割分担を含む）、研究データ基盤の活用に係る環境の整備として取組む計画の全体像に関する内容を記載してください。
※達成可能な計画となっているかどうかについても記載してください。
※研究データエコシステム構築に向けてどのように取組んでいくのか等、様式４のタイムラインも踏まえた計画を記載してください。

（３）具体的な取組の内容
※記載に当たっては、運営委員会及び各チームにおいて取組む内容を明示しつつ、様式４の記述内容との整合性を確保してください。
・全国的な研究データ基盤の構築・高度化・実装に関する取組
・構築が進む各分野・各機関のリポジトリやデータプラットフォームとの連携・接続のための取組
・異なる分野間でのデータ連携を前提としたAI・データ駆動型研究のシーズの掘り起こしに関する取組
・全国的な研究データ基盤の利用拡大に関する取組
・個人情報等、取り扱う上で留意すべきデータを含む研究データの取扱に関するルール・ガイドライン等の整備、等に関する取組
・研究データマネジメント人材に求められる要件の整理、人材育成プログラムの構築、等に関する取組
・中核機関と共同実施機関による中核機関群の立ち上げ、運営、活動、等に関する取組
※共同実施機関が取組む内容については、様式５で共同実施機関ごとに詳細を記載してください。
３．実施期間終了後の取組
※本事業期間終了後、事業期間中に構築された研究データエコシステムを自立的に継続・発展させるための取組について記載してください。
４．関連する過去の取組状況
・中核機関及び共同実施機関において、これまでに本事業で実施する取組に関連する取組を実施したことがあれば記載してください。その際、取組実績等が分かる資料を別途添付することが可能です
　　

（様式３）
事業実施体制図
※中核機関群のマネジメント体制や意思決定プロセス、中核機関及び共同実施機関の役割分担や有機的な連携協力関係等を表してください。
※運営委員会及び各チームの取組についても表してください。
（様式４）
年次計画　（実施予定期間：　令和４年度～令和８年度）
	取組内容
	１年度目（令和４年度）
	２年度目（令和５年度）
	３年度目（令和６年度）
	４年度目（令和７年度）
	５年度目（令和８年度）

	（例）
○全国的研究データ基盤の構築・高度化・実装等
・全国的な研究データ基盤の整備・強化
・各機関・各分野のリポジトリやデータプラットフォームとの連携・接続
・AI・データ駆動型研究のシーズの掘り起こし
・全国的な研究データ基盤の利用拡大に関する取組
○全国的な研究データ基盤の活用に係る環境の整備
・研究データの取扱に関するルール・ガイドライン等の整備
・研究データマネジメント人材に求められる要件の整理、人材育成プログラムの構築
○中核機関群構築
	
	
	
	
	


	事業期間終了後の取組内容
	６年度目（令和９年度）
	７年度目（令和10年度）
	８年度目（令和11年度）
	９年度目（令和12年度）
	10年度目（令和13年度）

	（例）
○・・・
○・・・

	
	
	
	
	


（様式５）
各共同実施機関での取組について
	共同実施機関名
	○○大学（大学院○○研究科）

	主として関与するチーム
	

	共同実施機関において実施する取組内容

	

	中核機関との連携状況（協定締結状況等）
	


※一共同実施機関につき１枚の記載とし、１～２枚を上限として記載してください。

※中核機関と共同実施機関との間で協定を締結している場合は、別添してください。
（様式６）
所要経費の見込額
（実施予定期間：　令和４年度～令和８年度）

１．所要見込額（総括表）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　単位：（千円）
	年　度
	令和４年度
(１年度目)
	令和５年度

(２年度目)
	令和６年度
（３年度目）
	令和７年度
(４年度目)
	令和８年度
（５年度目）
	合計金額

（1～5年度目）

	直接経費
	設備備品費
	
	
	
	
	
	

	
	人件費
	
	
	
	
	
	

	
	事業実施費
	
	
	
	
	
	

	間接経費
	
	
	
	
	
	

	合計
	
	
	
	
	
	


注）上記記載の金額は、あくまで計画であり、毎年度交付される補助金額を担保するものではありません。また、令和５年度以降の各年度の補助額は予算確保等の状況に応じて調整します。
２．令和４年度所要額の内訳（総括表）　

	所要見込額

	経費の内容
	金額（千円）
	積算内訳（円）

	直　接　経　費
	設備備品費


	
	記入例

【○○実施経費分】
〈設備費〉ｘｘ　一式　○円

※設備備品の定義は、機関の規程等によるものとします。
※不動産及び不動産附帯設備の購入はできません（定義は機関の規程等によるものとします）。


	
	人件費

	
	※　記入例

【中核機関群運営人件費分】
・中核機関群運営にかかるプロジェクトマネージャー雇用　　
○人×○円×○時＝○円

・中核機関群運営にかかる事務補佐員雇用　　
○人×○円×○時＝○円

【●●担当人件費分】

・分野・機関連携等実施担当　○人×○円×○月＝○円


	
	事業実施費

（消耗品費）

（諸謝金）

（国内旅費）

（外国旅費）

（外国人等

招へい旅費）

（雑役務費）

（会議開催費）

（通信運搬費）

（印刷製本費）

（借損料）

（研究開発
委託費）

（調査等
委託費）

（保険料）


	
	· 記入例
【研究データ基盤構築経費分】

○○機能開発　一式　○○円
○○機能実装　一式　○○円
【分野・機関連携経費分】
〈消耗品費〉消耗品一式　○円

〈雑役務費〉振込手数料　○円
〈借損料〉サーバ借料　○円×○ヶ月＝○円
＜共同実施機関委託分＞
（●●委託費）ｘｘ大学　一式　〇円
　　　　　　　▽▽機構　一式　〇円
【中核機関群運営経費分】
〈消耗品費〉　消耗品一式　○円

〈通信運搬費〉インターネット利用料　○ヶ月×○円

〈借損料〉コンピュータ借料　○円×○ヶ月＝○円

〈雑役務費〉ＨＰ維持管理一式　○円

〈国内旅費〉中核機関群内運営委員会委員　
○人×○円（○○県）＝○円
〈諸謝金〉　中核機関群内運営委員会委員　○人×○円＝○円

〈会議開催費〉飲食物等　○人×○円＝○円

〈印刷製本費〉広報資料　○円×○○部＝○円

	間接経費
	
	

	合計金額
	
	


注）所要経費について、公募要領の別表を参考にして経費別に見込額を記入してください。

（様式７）
概要図
（実施予定期間：　令和４年度～令和８年度）
　※申請の概要を示す図（ポンチ絵）を作成してください。

（半年）











（２年間）





※いつ、どのような取組を実施するのかを記載してください。





（２年間）





（２年間）











※自立的に継続・発展するためのロードマップについて記載。いつ、どのような取組を実施するのかを記載してください。








108
（中核機関名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　）


